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彙

甘士千

（
記
念
会
）

。
昭
和
六
十
三
年
秋
季
講
座

大
阪
大
学
文
学
部
な
ら
び
に
大
阪
府
立
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー
と
共
催
。

J

れ
か
ら
の
文
化
を
支
え
る
も
のサ

ソ
ト
リ
ー
文
化
財
団
佐
野

彙

報

若
山

善
之

事
業
報
告

。
昭
和
六
十
三
年
春
季
講
座

大
阪
大
学
文
学
部
な
ら
び
に
大
阪
府
立
文
化
情
報
セ
ソ
タ
ー
と
の
共
催

で
、
同
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
五
月
二
十
三
日
（
月
）
よ
り
二
十
七
日

（
金
）
ま
で
、
毎
回
午
後
六
時
半
よ
り
二
時
間
の
講
演
が
行
な
わ
れ

た
。
古
今
東
西
に
わ
た
る
テ
ー
マ
で
あ
っ
た
た
め
、
多
様
な
聴
講
者
が

み
ら
れ
た
こ
と
が
今
回
の
特
色
で
あ
っ
た
。
延
約
四
五

0
名
出
席
。

〈
文
化
の
大
パ
ト
ロ
ソ
た
ち
ー
文
化
投
資
の
今
昔
ー
〉

大
阪
の
企
業
家
と
文
化
振
興
大
阪
大
学
（
名
）
作
道
洋
太
郎

能
と
そ
の
保
護
者
ー
形
成
期
か
ら
現
代
ま
で
1大

阪

大

学

天

野

文

雄

作
曲
家
と
そ
の
バ
ト
ロ
ソ
ー
十
八
世
紀
ヴ
ィ
ー
ソ
古
典
派
の
場
合
ー

大
阪
音
楽
大
学
中
村
孝
義

パ
ト
ロ
ソ
と
し
て
の
ロ
ー
マ
教
皇
ユ
リ
ウ
ス
ニ
世

福
井
大
学

映
子

役
員
動
静

。
昭
和
六
十
三
年
三
月
―
―
-
+
―
日
、
当
津
武
彦
理
事
退
任
。

。
四
月
一
日
、
信
多
純
一
大
阪
大
学
文
学
部
長
、
理
事
就
任
。

。
九
月
一
二
十
日
、
十
文
字
孝
夫
評
議
員
退
任
。

。
十
月
一
日
、
上
野
保
之
大
阪
大
学
事
務
局
長
、
評
議
員
就
任
。

会
務
報
告

。
昭
和
六
十
三
年
四
月
二
十
八
日
、
理
事
会
評
議
員
会
を
住
友
銀
行
本
店

会
議
室
に
て
開
催
。
堀
田
庄
三
理
事
長
欠
席
の
た
め
、
信
多
純
一
理
事

が
議
長
を
代
行
し
、
次
の
案
件
に
つ
い
て
審
議
が
行
な
わ
れ
、
い
ず
れ

も
原
案
通
り
承
認
さ
れ
た
。

理
事
の
改
選
に
つ
い
て

昭
和
六
十
二
年
度
事
業
報
告
並
び
に
決
算
に
つ
い
て

昭
和
六
十
三
年
度
事
業
計
画
並
び
に
予
算
案
に
つ
い
て

頼
山
陽

文
人
画
壇

模
徳
堂
と
池
田
の
文
人
た
ち

会
場
は
同
セ
ソ
ク
ー
。
十
月
二
十
四
日
（
月
）
よ
り
二
十
八
日
（
金
）

ま
で
、
毎
回
午
後
六
時
半
よ
り
八
時
半
。
今
回
は
懐
徳
堂
と
同
時
代
の

文
人
た
ち
を
テ
ー
マ
に
取
り
あ
げ
た
。
出
席
者
延
約
五

0
0名。

〈
江
戸
中
後
期
の
文
人
た
ち
〉

詩

人

六

如

上

人

大

阪

大

学

懐
徳
堂
の
文
人
ー
中
井
履
軒
を
中
心
に
ー大

谷
女
子
大
学

広
島
大
学

大
阪
大
学

関
西
大
学

一
三
七

山
中

頼武
田

肥
田

浩
之

旗
一

恒
夫

皓一――

黒
川

洋



な
お
、
出
席
は
堀
田
理
事
長
の
代
理
を
は
じ
め
、
熊
谷
信
昭
、
信
多
純

一
、
弘
世
現
、
宮
本
又
次
の
理
事
五
名
、
加
地
伸
行
、
片
山
良
展
、
子

安
宣
邦
、
時
野
谷
勝
、
山
田
稔
、
脇
田
修
の
評
議
員
六
名
、
上
中
国

夫
、
梅
田
治
の
幹
事
二
名
、
計
十
三
名
で
あ
っ
た
。

（
友
の
会
）

事
業
報
告

。
復
刻
刊
行

懐
徳
堂
復
刻
叢
書
一
『
非
徴
』
（
中
井
竹
山
著
、
手
稿
本
・
一
部
刊

本
）
、
昭
和
六
十
三
年
二
月
刊
行
。

B
5
版
一
六

0
頁
、
上
製
本
、
箱

入
。
定
価
七
千
円
。
吉
川
弘
文
館
よ
り
発
売
。

。
懐
徳
忌
（
第
五
回
）

昭
和
六
十
三
年
三
月
二
十
七
日
、
誓
願
寺
（
大
阪
市
南
区
上
本
町
）
に

て
開
催
。
午
後
二
時
よ
り
本
堂
で
山
中
昌
弘
住
職
に
よ
っ
て
法
要
が
営

ま
れ
、
当
津
武
彦
副
会
長
が
代
表
焼
香
を
行
な
っ
た
。
墓
前
祭
の
後
、

有
坂
隆
道
・
関
西
大
学
教
授
に
よ
る
講
演
「
山
片
蝠
桃
」
が
行
な
わ
れ

た
。
参
加
者
約
四
十
名
。

。
「
懐
徳
堂
・
友
の
会
だ
よ
り
」

第
十
六
号
は
昭
和
六
十
三
年
一
月
、
第
十
七
号
（
特
別
号
）
は
同
ニ

月
、
第
十
八
号
は
同
四
月
、
第
十
九
号
は
同
九
月
発
行
。

。
懐
徳
堂
古
典
講
座
（
古
典
を
読
む
会
）

次
の
各
コ
ー
ス
が
開
講
さ
れ
た
。
受
諧
料
は
各
コ
ー
ス
各
期
毎
に
三
千

円
（
会
員
以
外
五
千
円
）
。

昭
和
六
十
三
年
三
月
、
特
別
諧
座
「
三
国
志
を
読
む
（
そ
の
二
）
」

藻

報

ダ
イ
キ
ン
工
業
（
株
）
会
議
室
に
て
午
後
六
時
よ
り
。

三

月

四

日

赤

壁

の

戦

前

後

加

地

三

月

七

日

諸

葛

孔

明

の

南

征

武

田

三

月

十

一

日

三

国

時

代

の

詩

富

永

三

月

十

四

日

出

師

の

表

愛

甲

三

月

十

八

日

秋

風

五

丈

原

河

田

昭
和
六
十
三
年
度
前
期
（
四
月
：
八
月
）

新
阪
急
ビ
ル
・
ス
カ
イ
ル
ー
ム
に
て
午
後
六
時
よ
り
。

「
論
語
と
易
を
読
む
」
（
毎
月
第
一
月
曜
）
加
地
伸
行
・
山
口
久
和

「
十
八
史
略
を
読
む
」
（
毎
月
第
二
月
曜
）
平
木
康
平

「

漠

詩

を

読

む

」

（

毎

月

第

三

月

耀

）

黒

川

洋

一

「
仏
典
を
読
む
ー
釈
迦
の
伝
記
」
（
毎
月
第
一
金
曜
）
荒
牧
典
俊

「
源
氏
物
語
を
読
む
」
（
毎
月
第
二
金
曜
）
伊
井
春
樹

「
江
戸
の
思
想
を
読
む
」
（
毎
月
第
三
金
曜
）
子
安
宣
邦

昭
和
六
十
三
年
九
月
、
特
別
講
座
「
三
国
志
を
読
む
（
そ
の
一
―
-
）
」

新
阪
急
ビ
ル
・
ス
カ
イ
ル
ー
ム
に
て
午
後
六
時
よ
り
。

九

月

五

日

諸

葛

孔

明

(

-

)

加

地

伸

行

九

月

九

日

諸

葛

孔

明

（

二

）

塩

出

雅

九

月

十

二

日

諸

葛

孔

明

(

-

―

-

）

愛

甲

弘

志

九

月

十

六

日

諸

葛

孔

明

（

四

）

中

村

圭

爾

九

月

十

九

日

三

国

時

代

の

詩

文

富

永

一

登

昭
和
六
十
三
年
度
後
期
(
+
月
ー
ニ
月
）

新
阪
急
ビ
ル
・
ス
カ
イ
ル
ー
ム
に
て
午
後
六
時
よ
り
。

「
論
語
と
易
を
読
む
」
（
毎
月
第
一
月
曜
）
加
地
伸
行
・
山
口
久
和

「
十
八
史
略
を
読
む
」
（
毎
月
第
二
月
曜
）
平
木
康
平

一
三
八

伸
行

秀
夫

一
登

弘
志

悌一



梨

報

「

漠

詩

を

読

む

」

（

毎

月

第

三

月

曜

）

青

木

「
仏
典
を
読
む
ー
中
国
名
僧
伝
抄
」
（
毎
月
第
一
金
曜
）
荒
牧

「
洞
氏
物
語
を
読
む
ー
タ
顔
」
（
毎
月
第
二
金
曜
）
伊
井

「
歌
論
を
読
む
ー
子
規
か
ら
遡
っ
て
真
淵
ま
で
」

（
毎
月
第
三
金
曜
日
）
子
安
宣
邦
・
桜
井

。
資
料
展

昭
和
六
十
三
年
十
月
二
十
四
日
よ
り
二
十
八
日
ま
で
、
大
阪
府
立
文
化

情
報
七
ソ
タ
ー
第
一
セ
ミ
ナ
ー
室
で
開
催
。
こ
の
一
両
年
に
収
集
し
た

資
料
を
中
心
に
旧
資
料
も
加
え
、
二
十
点
を
「
懐
徳
堂
と
文
人
た
ち
」

と
題
し
て
展
示
。

。
資
料
収
集

逆
瀬
家
旧
蔵
資
料
第
二
次
「
荒
木
蘭
皐
書
幅
」
他
二
十
―
―
―
点
、
『
錦
城

詩
稿
』
他
近
世
邦
人
詩
文
集
類
一
二
十
冊
（
以
上
昭
和
六
十
二
年
度
）
。

「
中
井
竹
山
画
像
」
一
点
、
「
頼
杏
坪
宛
尾
藤
二
洲
手
簡
」
一
点
（
以

上
昭
和
六
十
三
年
度
）
。
な
お
冨
子
勝
久
氏
よ
り
中
井
竹
山
筆
「
欺
冬

園
」
額
一
点
が
大
阪
大
学
懐
徳
堂
文
庫
に
寄
贈
さ
れ
た
。

。
見
学
会

第
九
回
、
昭
和
六
十
―
―
一
年
四
月
二
日
、
京
都
国
立
博
物
館
の
「
シ
ー
ボ

ル
ト
と
日
本
」
展
見
学
。
同
館
土
曜
講
座
「
日
蘭
交
流
の
あ
ゆ
み
」

（
講
師
は
有
坂
隆
道
氏
）
聴
講
。
解
説
は
同
館
美
術
室
長
の
狩
野
博
幸

氏
。
参
加
者
一
―
―
十
名
。

。
第
十
回
、
同
十
月
十
五
日
、
伊
丹
市
の
柿
御
文
庫
で
開
催
の
「
鬼
貫
と

元
禄
の
上
方
文
化
」
展
を
見
学
。
解
説
は
同
館
学
芸
員
今
井
美
紀
氏
。

伊
丹
市
立
美
術
館
の
「
ゴ
ヤ
版
画
展
」
見
学
の
後
、
小
西
酒
造
工
場
を

見
学
し
た
。
参
加
者
四
十
名
。

進
春典五
樹俊郎

役
員
動
静

。
昭
和
六
十
二
年
六
月
二
十
六
日
、
上
山
善
紀
議
員
退
任
に
伴
い
、
金
森

茂
一
郎
氏
、
協
議
員
に
就
任
。
（
前
号
患
報
に
迫
加
）

。
昭
和
六
十
三
年
二
月
二
十
六
日
、
松
下
武
義
運
営
委
員
退
任
に
伴
い
、

野
一
色
靖
夫
氏
、
運
営
委
員
に
就
任
。

。
四
月
一
日
、
当
津
武
彦
副
会
長
退
任
に
伴
い
、
信
多
純
一
氏
、
副
会
長

（
運
営
委
員
長
）
に
就
任
。

。
五
月
一
日
、
徳
永
拘
協
議
員
退
任
に
伴
い
、
麻
生
誠
氏
、
協
議
員
に
就

任。
。
六
月
二
十
九
日
、
川
勝
堅
二
監
事
退
任
に
伴
い
、
渡
辺
滉
氏
、
監
事
に

就
任
。

。
七
月
一
日
、
梅
本
哲
運
営
委
員
退
任
に
伴
い
、
芝
井
正
氏
、
運
営
委
員

に
就
任
。

。
十
月
一
日
、
十
文
字
孝
夫
協
議
員
退
任
に
伴
い
、
上
野
保
之
氏
、
協
議

員
に
就
任
。

会
務
報
告

。
昭
和
六
十
三
年
二
月
十
六
日
、
運
営
委
員
会
を
日
本
生
命
本
社
会
議
室

に
て
開
催
。

。
四
月
二
十
八
日
、
協
議
会
・
監
事
会
を
住
友
銀
行
本
店
会
議
室
で
開

催
。
山
田
稔
副
会
長
を
議
長
と
し
て
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
審
議
を
行

な
い
、
い
ず
れ
も
原
案
通
り
承
認
さ
れ
た
。

役
員
人
事
に
つ
い
て
（
昨
年
の
協
議
会
以
降
の
交
替
等
に
つ
い
て
）

昭
和
六
十
二
年
度
事
業
報
告
並
び
に
決
算
に
つ
い
て

昭
和
六
十
三
年
度
事
業
計
画
並
び
に
予
算
案
に
つ
い
て

一
三
九



新
収
資
料
（
逆
瀬
家
旧
蔵
資
料
〈
第
二
次
〉
二
十
三
点
・
伊
藤
東
涯

書
簡
一
点
・
近
世
邦
人
詩
文
集
類
一
＿
一
十
点
）
の
報
告
と
大
阪
大
学
へ

の

寄

贈

に

つ

い

て

・

な
お
、
弘
世
会
長
は
急
病
の
た
め
代
理
出
席
と
な
り
、
出
席
は
山
田
稔

副
会
長
、
信
多
純
一
副
会
長
の
ほ
か
、
梅
本
純
正
（
代
理
）
、
熊
谷
信
昭
、

粟

報

躙
京
都
市
下
京
区
中
堂
寺
鍵
田
町
二

印

刷

株

式

会

社

疇

麟

同

朋

560
豊
中
市
待
兼
山
町
一
ー

編
集

発
行

大
阪
大
学
文
学
部
内

懐

徳

堂

記

念

会

網
集
責
任
者
・
信
多
純
一

懐

徳

第

五

七

号

昭
和
六
十
三
年
十
二
月
二
十
五
日
発
行

鈴
木
敬
、
宮
本
又
次
、
矢
守
一
彦
、
湯
浅
叡
子
の
協
議
員
六
名
、
川
勝

堅
二
（
代
理
）
、
巽
外
夫
（
代
理
）
の
監
事
二
名
、
計
十
一
名
。
運
営

委
員
の
上
中
国
夫
、
梅
本
哲
、
大
村
元
宥
、
加
地
伸
行
、
子
安
宣
邦
、

脇

田

修

の

六

名

が

陪

席

し

た

。

（

岸

田

知

子

記

）

一
四
〇

舎




